His Views with Human Nature and Social Relationship in Erasumusʼs『Enchridion』 ─ His Views of Human Nature and Social Relationship ─ by 久保田 義弘
本稿の要旨
本稿では，中世の思想家であり，宗教家でもあり，そしてヒューマニストであったデシデ
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4 前掲書『エンキリディオン』第⚔章（汝自身を知ることが知恵の根本である）33 ページの 18 行目から 19 行
目。































11 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）⚘ページの 16 行目から 17 行目。





















































25 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）14 ページの 15 行目かた 16 行目参
照。何故死んでいるのかというと，「魂の生命である神がそこには居合わせないからである。まことに神が
いますところ，そこには愛がある。神は愛であるから」（『前掲書』（人生においては警戒すべきである）14
































31 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）16 ページの 18 行目から 19 行目。










38 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 10 行目から 11 行目。
39 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 11 行目。
40 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 15 行目。
41 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 15 行目から 16 行目。




























43 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 16 行目から 17 行目。
44 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 17 行目。
45 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 17 行目。
46 前掲書『エンキリディオン』第⚙章（真のキリスト者の一般的教則）58 ページの 17 行目。






































61 前掲書『エンキリディオン』第⚕章（内的人間と外的人間）36 ページの 15 行目。
62 前掲書『エンキリディオン』第⚕章（内的人間と外的人間）37 ページの⚒行目。
63 前掲書『エンキリディオン』第⚕章（内的人間と外的人間）37 ページの⚒行目から⚓行目。














































































（内的人間と外的人間）37 ページの 15 行目）。
71 前掲書『エンキリディオン』第⚕章（内的人間と外的人間）39 ページの 18 行目参照。










75 前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違について）40 ページの 13 行目から 15 行目。
76 前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違について）41 ページの 10 行目から 11 行目。
77 前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違について）41 ページの 13 行目から 17 行目。
























79 前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違について）42 ページの 17 行目から 18 行目参照。
80 前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違について）42 ページの 19 行目参照。












91 前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違について）43 ページの 10 行目参照。
92 前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違について）43 ページの 10 行目から 11 行目参照。







































































45 ページの 11 行目。
102 前掲書『エンキリディオン』第⚗章 45 ページの 12 行目から 13 行目。「キリストは父とこのあいだに，夫と
妻のあいだに」救いに導く戦いが起こる。



































書』（1968）『創世記』27 章 40 節）と言った。エソウは，剣で生き，地上的な人であった。ヤコブは，神（天
上的な人）とともにあった。
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コブを祝福し，さらにエラスムス自身もまた，戦う（格闘する）ヤコブを模範とすることを






























































115 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）12 ページの⚒行目から 10 行目参
照。
116「戦いを放棄する者には最高の罰が確定される。雄々しく戦う者に天国が約束されている」（前掲書『エン

































122 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）14 ページの 17 行目参照。
123 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）14 ページの 19 行目参照。
124 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）15 ページの⚑行目から⚕行目参
照。








































134 前掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役の武器）18 ページの 17 行目。
135 前掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役の武器）20 ページの 13 行目。








































141 前掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役の武器）20 ページの 19 行目から 20 行目参照。また
60 ページの 11 行目から 13 行目参照。
142 前掲書『エンキリディオン』第 10 章（第一教訓─無知の悪について）59 ページの 14 行目から 15 行目。
143 前掲書『エンキリディオン』第 10 章（第一教訓─無知の悪について）59 ページ末から 60 ページの⚒行目。
144 前掲書『エンキリディオン』第 10 章（第一教訓─無知の悪について）60 ページの⚔行目。


































151 前掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役の武器）22 ページの 16 行目から 19 行目参照。





掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役のの武器）23 ページの 10 行目から 12 行目参照）。
154 前掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役の武器）22 ページの 16 行目参照。
155 前掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役の武器）23 ページの 14 行目。















ゲネス（Adamantius Origenes）（182 年頃生-251 年没），アンブロシウス（Ambrosius）（340
年頃生-397 年没），ヒエロニムス（Hieronymus）（337 年頃生-420 年没），アウグスティヌス









159 前掲書『エンキリディオン』第⚓章（キリスト教的戦役の武器）26 ページの 10 行目から 11 行目参照（なお
カギ括弧は筆者による）。









165『コリント人への第一の手紙』（⚑章 23 節から 24 節）に「このキリストは，ユダヤ人にはつまずかせるもの
であるが，異邦人には愚かなものであるが，召された者自身によっては，ユダヤ人にもギリシャ人にも，神
の力，神の知恵たるキリストなのである」とある。パウロは，神の知恵をキリストの知恵と見做している。






























169 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）61 ページの⚕行目から⚖行目。
170「あくびをしている人たちに天国は与えられない」，また「激しく襲う者たちがそれを奪い取っている」と言
う（前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）61 ページの⚗行目から⚘行目参照）。なお，本文のカ
ギ括弧は筆者による。
171 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）61 ページの⚙行目。
172 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）61 ページの⚙行目から 10 行目。
173『創世記』（16 章 26 節）に「しかしロトの妻は後ろを顧みたので塩の柱になった」とある。
174 日本聖書協会編『聖書』（1968）『エレミヤ書』（51 章⚖節）に「バビロンのうちからのがれ出て，おのおの
その命を救え」とある。
175 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）62 ページの⚙行目。



























177 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）62 ページの 11 行目から 12 行目。
178 日本聖書協会編『聖書』（1968）『マタイによる福音書』（⚖章 24 節）には，「だれも，ふたりの主人に兼ね
仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛し，あるいは，一方に親しんで他方をうとんじるからであ
る」と証されている。
179 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）62 ページの 18 行目参照。
180 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）63 ページの⚒行目から⚓行目参照。
181 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）63 ページの⚔行目。
182 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）63 ページの⚗行目。
183 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）63 ページの 10 行目。
184 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）63 ページの 11 行目。
185 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）63 ページの 12 行目参照。






























十字架を負うて，わたしに従ってきなさい』」（『マタイ福音書』16 章 24 節）。
189 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）64 ページの⚔行目。エラスムスは，キリストがその謙虚
や患難や労苦や苦闘や悲しみ，さらに貧困に対するキリストのいたわりに関係していると考えている。
190 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）64 ページの⚑行目から⚒行目参照。
191 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）64 ページの⚙行目から 10 行目。
192 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）64 ページの 10 行目。
193 前掲書『エンキリディオン』第 11 章（第二教則）64 ページの 11 行目。
194 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）65 ページの⚔行目参照。
195 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）65 ページの 10 行目から 15 行目参照。




























197 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの⚒行目。
198 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの⚓行目。




200 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの⚙行目から 13 行目参照。
201 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの 14 行目から 15 行目。
202 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの 15 行目から 18 行目参照。
203 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの⚙行目。




























205 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの 13 行目。




207 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）69 ページの⚒行目。
208 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）69 ページの⚓行目。
209 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）66 ページの 17 行目。
210「わたくしのくびきを負うて，わたくしに学びなさい。そうすれば，あなたがたの魂に休みが与えられるで
あろう」（『マタイ福音書』11 章 29 から 30 節）。
211 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）67 ページの 11 行目。
212 前掲書『エンキリディオン』第 12 章（第三教則）67 ページの 13 行目。


























214 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）69 ページの 13 行目から 14 行目参照。
215 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）69 ページの 15 行目。
216 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）69 ページの 16 行目。
217 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの⚑行目から⚓行目。
218 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの⚗行目から⚙行目。これに続けて，エラスム
スは，「善いことでも正しく行わないならば，それは悪徳なのです」と言う。
219 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの 10 行目から 11 行目参照。
220 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの 13 行目。
221 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの 14 行目から 15 行目。
222 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの 17 行目。
223 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの 17 行目から 18 行目。
224 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページの 19 行目。
































226 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）70 ページ末から 71 ページの⚑行目。
227 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）71 ページの 19 行目。
228 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）71 ページの 19 行目から 20 行目参照。
229 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）71 ページ末から 72 ページの⚑行目。
230 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）72 ページの⚙行目。
231 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）72 ページの⚙行目。
232 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）72 ページの 20 行目。
233 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）75 ページの 11 行目から 13 行目。




















235 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）74 ページの⚒行目。




237 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）74 ページの⚔行目。
238 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）74 ページの⚖行目。





240 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）74 ページの⚗行目。
241 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）74 ページの⚘行目から⚙行目。
242 エラスムス『痴愚神礼賛』（渡辺一夫訳）の 114 ページの脚注では，この聖女は大砲を撃つ人の守護神と説
明している。
243 エラスムス『痴愚神礼賛』（渡辺一夫訳）の 112 ページでは，「聖ゲオルギウスの馬を，実に敬虔な態度で，
馬具や鎧甲で飾り立てて，これを拝むやうになりました」とある。「今様のヘラクレスに見立てられる」と
述べられている。



























247 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）75 ページの⚒行目から⚓行目。
248 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）75 ページの⚓行目から⚔行目。







































251 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）105 ページの⚗行目から⚙行目参照。
252 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）105 ページの 11 行目。
253 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）105 ページの 11 行目から 13 行目。
254 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）105 ページの 13 行目から 14 行目。エラスムスは，これら
の人間を悪魔（悪人）と見ていると考えられる。
































258 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）76 ページの 14 行目。
259 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）76 ページの 15 行目。
260「可視界」における太陽に相当するものは，「知性界」および霊における，神の精神である。「可視界」にお
ける月に相当するのは，「知性界」における天使たちと敬虔な魂である。
261 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）76 ページの⚙行目から 10 行目参照。
262 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）77 ページの 19 行目から 20 行目参照。エラスムスは，前









263 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）78 ページの⚑行目から⚒行目。
264 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）78 ページの⚒行目。
265 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）78 ページの⚓行目。


























267 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）78 ページの⚗行目。






270 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）78 ページの⚘行目から⚙行目参照。
271 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）77 ページの⚘行目。
272 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）85 ページ末から 86 ページの⚑行目。
273 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの⚔行目。
274 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの⚕行目。
275 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの⚕行目から⚖行目。


























277 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの⚙行目。
278 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの 10 行目。
279 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの 12 行目から 13 行目。
280 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの 14 行目。
281 エラスムスは，「ペテロの信仰」と「パウロの愛」とに倣いなさいと言う（前掲書『エンキリディオン』第
14 章（第五教則）86 ページの 16 行目から 18 行目参照）。
282 エラスムスは，マリアの謙虚さを模倣せよと言う（前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ペー
ジの 16 行目参照）。
283 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの 18 行目。
284 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）88 ページの⚘行目。
285 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）88 ページの⚘行目から⚙行目。
286 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）88 ページの⚙行目から 10 行目。
287 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）88 ページの 10 行目から 11 行目。


























289 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの 12 行目。
290 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの 12 行目から 13 行目。
291 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの 13 行目。
292 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの 13 行目から 14 行目。




295 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの⚑行目。
296 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの⚒行目。
297 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの⚓行目。から⚔行目。
298 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの⚓行目から⚔行目。
299 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの⚔行目。
300 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの⚑行目から⚒行目。



























302 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの⚔行目。
303 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの⚙行目。
304 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの⚙行目から 10 行目。
305 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの 10 行目。
306 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの 10 行目。
307 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの 11 行目から 12 行目。
308 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの 12 行目から 13 行目。
309 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの 18 行目。
310 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）86 ページの 18 行目から 19 行目。
311 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）90 ページの 19 行目から 20 行目。
312 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）91 ページの⚑行目から⚒行目。
313 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）91 ページの⚓行目。




























315 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）91 ページの⚖行目から⚘行目。
316 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）91 ページ 10 行目から 13 行目。さらに，その 14 行目から
16 行目において，彼らは，教養がなく，御しがたく，好戦的で，快楽に貪欲であり，神の言葉に嘔吐を催し，
誰にも親切ではなく，他人についてやたらに不信を懐きうぬぼれが強い，とエラスムスは続けている。




318 日本聖書協会編『聖書』（1968）『ガラテヤ人への手紙』（⚕章 22 節から 23 節）に，「御霊の実は，愛，喜び，
平和，寛容，慈愛，善意，柔和，自制であって，これを否定する律法はない」とある。























320 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）87 ページの⚓行目。
321 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）94 ページの⚔行目から⚖行目参照。
322 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）94 ページの⚔行目。
323 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）94 ページの行目から⚘行目参照。これは，『コロサイ人へ
の手紙』（⚓章⚕節）からの引用である。すなわち，「だから，地上の肢体，すなわち不品行，汚れ，情欲，
悪欲，また貪欲を殺してしまいなさい。貪欲な偶像礼拝に他ならない」とある。






326『ガラテア人への手紙』（⚕章 19 節から 21 節）。




























としている（前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）95 から 96 ページ）。
329 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）96 ページの 13 行目参照。
330 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）96 ページの⚕行目。エラスムスは，最も厳格な部類に入
る修道士たちでさえ宗教の眼目を，儀式や詩編により定められた祈祷規則や肉体労働に置いている（前掲
書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）96 ページの 11 行目から 12 行目）と言う。
331 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）96 ページの 17 行目から 18 行目。
332 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）96 ページの 18 行目から 19 行目。「主は霊である。そし
て，霊のあるところには，自由がある。」（『コリント人への第二の手紙』⚓章 17 節）。
333 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）96 ページの 19 行目。
334 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）97 ページの 18 行目。
335 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）97 ページの 19 行目から 20 行目。
336「とりわけ，キリストは私たちにユダヤ主義化するのではなく，愛するようにと教えるために生まれかつ死
にたもうたのです」（前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの⚓行目から⚔行目）。
337 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）94 ページの 16 行目から 17 行目。また，『コロサイ人への
手紙』（⚓章の 14 節から 15 節）には，「これらいっさいのものの上に，愛を加えなさい。愛は，すべてを完
全に結ぶ帯である。キリストの平和が，あなたがたの心を支配するようにしなさい。あなたがたが召され
て一体となったのは，このためである」とある。
338 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 10 行目。
339 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 10 行目。






















341 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 12 行目。
342 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 12 行目。
343 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 13 行目。
344 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 13 行目から 14 行目。




くの人々に役立つように向けることなのです」（前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ペー
ジ）。
346 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 19 行目。
347 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）98 ページの 20 行目。
348 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）104 ページの 12 行目から 13 行目。また，その 105 ページ
には，「あなたがキリストを多く愛すれば愛するほど，それだけあなたは自分の悪徳を憎むことになる。な
ぜなら，影が身体につき従うように，罪に対する憎悪は敬虔に対する愛に従うものだからである」と言う。
349 前掲書『エンキリディオン』14 章（第五教則）99 ページの 10 行目から 11 行目。
350 前掲書『エンキリディオン』14 章（第五教則）99 ページの 14 行目。
351 前掲書『エンキリディオン』14 章（第五教則）99 ページの 14 行目参照。
352 前掲書『エンキリディオン』14 章（第五教則）98 ページの 16 行目から 17 行目を参照。

























354 日本聖書協会編『聖書』（1968）『イザヤ書』（⚑章 17 節）。
355 日本聖書協会編『聖書』（1968）『イザヤ書』（58 章⚖節から⚗節）。
356 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）102 ページの⚔行目。
357 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）102 ページの⚔行目から⚕行目。
358 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）102 ページの⚕行目。
359 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）102 ページの⚖行目から⚗行目参照。エラスムスは，パウ
ロと同じように，キリストは，そのか弱い兄弟のために死に給ったのだから，それらをやめる必要はないと
言う。
360 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）102 ページの⚙行目。
361 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）102 ページの 10 行目。ここで「可視的な」礼拝とは，儀
式のことを意味し，「非可視的な」敬虔とは内面的な心（霊）でキリストを礼拝することを意味する。
362 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）102 ページの 10 行目から 11 行目。
363『詩編』（51 章 17 節）に，「神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ，あなたは砕けた悔いた心をかろ





























364 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）103 ページの⚕行目。
365 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）103 ページの⚗行目。
366 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）103 ページの 12 行目から 13 行目参照。
367 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）103 ページの 16 行目から 17 行目参照。
368 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）103 ページの 17 行目から 18 行目参照。
369 前掲書『エンキリディオン』第 14 章（第五教則）103 ページの 19 行目。
370 日本聖書協会編『聖書』（1968）『エレミヤ書』（13 章 17 節）。
371 日本聖書協会編『聖書』（1968）『エレミヤ書』（⚕章 21 節）。
















エラスムスは，ソクラテス（前 469 年生-399 年没）やプラトンの考えを受け入れ，知識が
すべての徳381 に対して持っている重大な意義382 を認め，「苦々しいものを無知のゆえに間
違って愛好している」383 人たちは「最も甘美なもの」384 を退け，また，「善にして有益なもの
373 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）107 ページの⚙行目。
374 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）107 ページの⚙行目から 10 行目。
375 プラトン『国家』での見解・説のことである。エラスムスは，プラトンと同様に，守護階級が何を遠ざけ何
を願望すべきかに関する最善にして最も確実な意見を神聖な法のようにこころに刻むことを求めている
（前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）107 ページの 10 行目から 16 行目参照）。
376 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）107 ページの 10 行目から 11 行目参照。




オン』第 15 章（第六教則）109 ページの 18 行目から 19 行目）。
379 ここで有益な意見とは，キリストの霊である。すなわち，悪徳から自身を守るように計画することの必要
性を説いている。エラスムスは，悪徳として，その前掲書『エンキリディオン』第⚖章（情念の相違につい
て）42 から 43 ページにおいて，殺人，窃盗，不誠実，放蕩，追従，好色，女好きと快楽への愛好，怒り，
頑固，大胆不敵，誹謗，怠惰，惰眠，妬み，憂愁，憂鬱，辛辣，浪費，軽率，吝嗇，我意，貪欲，虚栄心，
復讐心，道化，高慢，聖物冒瀆などを挙げている。
380 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）108 ページの 13 行目。
381「徳とは何を避け何を求めるべきかの知識にほかならない」（前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教
則）108 ページの 15 行目参照）。
382 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）108 ページ末から 109 ページの⚑行目参照。ソクラテス
が，罪が間違った意見から生じることを証明し，このことによって知識の重大性を示したことが指摘され
ている。（前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）108 ページ末を参照）。
383 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの⚓行目。


























385 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの⚓行目。
386 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの⚔行目。
387 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの⚘行目から⚙行目。
388 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの⚙行目から 10 行目。
389 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）110 ページの⚘行目。
390 エラスムスは，さらに信頼できる人たちのなかの人がキリストの原型に合致するかぎり，その人たちを模
範と呼ぶこともあり得ると付言している（前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）110 ページの 12
行目から 13 行目）。
391 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）110 ページの 11 行目。
392 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）112 ページの⚗行目から 11 行目。
393 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）112 ページの 12 行目から 15 行目において，「フォキオン
の清潔」，「富よりも強力であったファブリキウスの貧困」，「カミルスの高大な心」，「ブルータスの厳格さ」，
「ピュタゴラスの徳」，「ソクラテスの無敵の自制心」，「カトーの公正潔白さ」などが挙げられている。































397 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）111 ページの 12 行目から 13 行目。
398 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）111 ページの 13 行目から 14 行目。
399 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）112 ページの⚑行目。
400 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）120 ページの⚔行目。
401 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）120 ページの⚕行目。
402 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）120 ページ。





























406 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの 12 行目。
407 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの 12 行目から 14 行目。
408 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）109 ページの 14 行目から 16 行目参照。








412 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）112 ページの 17 行目から 18 行目。
413 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）112 ページの 20 行目から 113 ページの⚑行目。
























415 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）113 ページの⚓行目。
416 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）113 ページの 11 行目。
417 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）113 ページの 13 行目から 14 行目。
418 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）113 ページの 15 行目から 16 行目。
419 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）113 ページの 18 行目。
420 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）113 ページの 18 行目。
421 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）113 ページの 18 行目から 19 行目。
422 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）114 ページの⚔行目参照。
423 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）114 ページの⚕行目。
424 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）114 ページの⚖行目から⚗行目。
425 エラスムスは，単に輝かしい人でも，単に華美な人でもなく，また単に王たちの征服者でもなく，神の徳性
ゆえに神の誉れでもって称揚された人として先祖（創始者，すなわちキリスト）を解説している（前掲書
『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）114 ページ）。決して，ユダヤ人のようにアブラハムを民族の創始
者にはしていない。
426 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）114 ページの⚓行目。
427 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページの⚕行目。


























429 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページの 11 行目。
430 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページの 12 行目。
431 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページの 13 行目参照。
432 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページの 14 行目。
433 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページの 16 行目。
434 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページの 19 行目。
435 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）115 ページ末から 116 ページの⚑行目。
436 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）116 ページの⚑行目から⚒行目参照。
437 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）117 ページの⚒行目。
438 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）117 ページの⚗行目から⚙行目。
439 実際，エラスムスは，この憎しみ以上に嫌悪すべき憎しみはないと言う（前掲書『エンキリディオン』第 15
章（第六教則）117 ページの 10 行目）。
440 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）117 ページの 10 行目から 11 行目。
441 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）117 ページの 10 行目から 11 行目。


























443 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）118 ページの 10 行目から 11 行目。
444 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）118 ページの 11 行目から 12 行目。
445 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）117 ページの 16 から 17 行目参照。
446 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）119 ページの⚔行目から⚕行目。
447 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）119 ページの⚕行目から⚖行目。






449 前掲書『エンキリディオン』第 15 章（第六教則）121 ページの⚖行目から⚗行目。また，「全人類の下に生
じる一切の問題についておしゃべりすることに習熟している人が賢明である」と言われる（前掲書『エンキ
リディオン』第 15 章（第六教則）121 ページの⚙行目から 10 行目）。




























451 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）141 ページの⚕行目。
452 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）141 ページの⚘行目から 12 行目参照。さらに，「キリスト
があなたにとり無価値であるとしても，すくなくともあなた自身のために不品行を慎みなさい」，と言う
（142 ページの 16 行目から 17 行目）。
453 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）142 ページの⚑行目。
454 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）141 ページの 15 行目。
455 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）141 ページの 16 行目。
456 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）141 ページの 14 行目。
457 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）142 ページの⚙行目から 10 行目。
458 前掲書『エンキリディオン』第 17 章（第⚗教則）142 ページの 10 行目から 11 行目。



























460 前掲書『エンキリディオン』第 18 章（第⚘教則）143 ページの⚗行目。
461 前掲書『エンキリディオン』第 18 章（第⚘教則）143 ページの⚔行目。
462 日本聖書協会編『聖書』（1968）『コリント人への第一の手紙』（10 章 13 節）には，「あなたがたの会った試
練で，世の常でないものはない。神は真実である。あなたがたを耐えられないような試練に会わせること
はないばかりか，試練と同時に，それに耐えられるように，のがれる道を備えて下さるのである」とある。
463 前掲書『エンキリディオン』第 18 章（第⚘教則）143 ページの⚙行目から 11 行目。
464 前掲書『エンキリディオン』第 19 章（第⚙教則）142 ページ末。
465 前掲書『エンキリディオン』第 19 章（第⚙教則）144 ページの⚓行目。
466 前掲書『エンキリディオン』第 19 章（第⚙教則）144 ページの⚕行目。
467 前掲書『エンキリディオン』第 20 章（第 10 教則）144 ページの⚗行目から⚘行目。
468 前掲書『エンキリディオン』第 20 章（第 10 教則）144 ページの⚙行目。
469 前掲書『エンキリディオン』第 21 章（第 11 教則）144 ページの 10 行目。
470 前掲書『エンキリディオン』第 21 章（第 11 教則）145 ページの⚒行目。



























472 前掲書『エンキリディオン』第 21 章（第 11 教則）144 ページの 20 行目。
473 前掲書『エンキリディオン』第 21 章（第 11 教則）145 ページの⚖行目から⚗行目。
474 前掲書『エンキリディオン』第 21 章（第 11 教則）145 ページ⚗行目から⚘行目。
475 前掲書『エンキリディオン』第 21 章（第 11 教則）145 ページの 13 行目から 14 行目。
476 前掲書『エンキリディオン』第 22 章（第 12 教則）146 ページの⚓行目。
477 前掲書『エンキリディオン』第 22 章（第 12 教則）146 ページの⚔行目。
478 前掲書『エンキリディオン』第 22 章（第 12 教則）146 ページの⚕行目。
479 前掲書『エンキリディオン』第 22 章（第 12 教則）146 ページの⚕行目から⚖行目。
480 前掲書『エンキリディオン』第 22 章（第 12 教則）146 ページの⚘行目から⚙行目。
481 前掲書『エンキリディオン』第 23 章（第 13 教則）146 ページの 11 行目から 12 行目。
482 前掲書『エンキリディオン』第 23 章（第 13 教則）147 ページの⚑行目。
483 前掲書『エンキリディオン』第 23 章（第 13 教則）147 ページの⚑行目から⚓行目参照。
484 前掲書『エンキリディオン』第 25 章（第 15 教則）148 ページの⚗行目から⚘行目。























486 前掲書『エンキリディオン』第 25 章（第 15 教則）148 ページの⚘行目から⚙行目。
487 前掲書『エンキリディオン』第 26 章（第 16 教則）149 ページの⚖行目。
488 前掲書『エンキリディオン』第 26 章（第 16 教則）149 ページの⚖行目。
489 前掲書『エンキリディオン』第 26 章（第 16 教則）149 ページの⚗から⚙行目参照。
490 エラスムスは，「預言者ダビデ，ソロモン王，教会の第一人者ペテロ，使徒パウロ，犯に陥ってしまった多
くの偉人たち」を考えなさい，さらに「神はおそらくこれらの人たちを，あなたが罪に陥ったとき絶望しな
いために，転落するのを許した」のである，と言う（前掲書『エンキリディオン』第 26 章（第 16 教則）149
ページの 14 行目から 15 行目）。
491 前掲書『エンキリディオン』第 31 章（第 21 教則）155 ページの⚗行目。
492 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）150 ページの⚔行目。
493 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）150 ページの⚕行目。
494 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）150 ページの⚕行目。






























497 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）150 ページの 18 行目から 151 ページの⚒行目。
498 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの⚒行目から⚓行目。
499 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）150 ページの⚕行目。
500 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの⚖行目。
501 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの⚖行目から⚗行目。
502 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの⚗行目。
503 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの⚗行目から⚘行目。
504 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの⚘行目。
505 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの⚙行目から 11 行目。




507 前掲書『エンキリディオン』第 27 章（第 17 教則）151 ページの 16 行目。
508 前掲書『エンキリディオン』第 28 章（第 18 教則）152 ページの⚔行目。
























510 前掲書『エンキリディオン』第 28 章（第 18 教則）152 ページの 10 行目から 12 行目。また，『コリント人へ




511 前掲書『エンキリディオン』第 28 章（第 18 教則）152 ページの 12 行目から 13 行目。
512 前掲書『エンキリディオン』第 28 章（第 18 教則）152 ページの 16 行目から 17 行目
513 前掲書『エンキリディオン』第 24 章（第 14 教則）147 ページの⚕行目から⚖行目。
514 前掲書『エンキリディオン』第 24 章（第 14 教則）147 ページの⚘行目。
515 前掲書『エンキリディオン』第 24 章（第 14 教則）147 ページの⚘行目。
516 前掲書『エンキリディオン』第 24 章（第 14 教則）147 ページの⚙行目。
517 前掲書『エンキリディオン』第 24 章（第 14 教則）147 ページの 10 行目。
518 前掲書『エンキリディオン』第 24 章（第 14 教則）147 ページの 17 行目。
519 前掲書『エンキリディオン』第 24 章（第 14 教則）147 ページの 18 行目。





























522 前掲書『エンキリディオン』第 29 章（第 19 教則）153 ページの⚘行目。
523 前掲書『エンキリディオン』第 29 章（第 19 教則）153 ページの⚙行目。
524 前掲書『エンキリディオン』第 29 章（第 19 教則）153 ページの 11 行目。
525 前掲書『エンキリディオン』第 29 章（第 19 教則）153 ページの 12 行目。
526 前掲書『エンキリディオン』第 29 章（第 19 教則）153 ページの 13 行目。
527 前掲書『エンキリディオン』第 29 章（第 19 教則）153 ページの 15 行目。
528 前掲書『エンキリディオン』第 29 章（第 19 教則）153 ページの 15 行目から 16 行目。
























530 前掲書『エンキリディオン』第 30 章（第 20 教則）154 ページの 14 行目から 15 行目。
531 前掲書『エンキリディオン』第 30 章（第 20 教則）154 ページの 16 行目。
532 前掲書『エンキリディオン』第 30 章（第 20 教則）154 ページの 16 行目から 17 行目。
533 前掲書『エンキリディオン』第 30 章（第 20 教則）154 ページの 17 行目から 18 行目。『イザヤ書』（66 章 24
節）に，「彼らは出て，わたしにそむいた人々のしかばねを見る。そのうじ虫は死なず，その火は消えるこ
とはない。彼らはすべての人に忌み嫌われる」とある。
534 前掲書『エンキリディオン』第 30 章（第 20 教則）154 ページの 18 行目。エラスムスは，福音書に記されて
いる金持ちの道楽者が責められる火災をその例としている。
535 前掲書『エンキリディオン』第 31 章（第 21 教則）155 ページの⚗行目参照。
536 前掲書『エンキリディオン』第 32 章（第 22 教則）155 ページの 12 行目から 13 行目。
537 前掲書『エンキリディオン』第 32 章（第 22 教則）155 ページの 11 行目。
538 前掲書『エンキリディオン』第 32 章（第 22 教則）155 ページの 13 行目。
539 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 156 ページの⚙行目。




541 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 156 ページの 10 行目から 11 行目。



























543 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 156 の 17 行目から 157 ページの⚑行目。ここで，「神聖なものとなし
たもうた宮」とは，人間の身体であり，同時に，その魂を意味している。
544 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚓行目。
545 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚓行目。
546 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚔行目。
547 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚔行目。
548 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚕行目から⚖行目。
549 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚕行目。
550 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚙行目。
551 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚙行目から 10 行目。
552 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 161 ページの⚗行目。
553 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 161 ページの⚘行目から⚙行目。
554 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 161 ページの⚙行目から 10 行目。

























556 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 161 ページの 14 行目。
557 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 161 ページの 14 行目から 15 行目。
558 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 161 ページの 15 行目。
559 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 161 ページの 17 行目から 18 行目。
560 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 162 ページの⚙行目。
561 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 164 ページの⚕行目から⚖行目。
562 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 164 ページの⚖行目から⚗行目。
563 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページの 14 行目。
564 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページの 15 行目。
565 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページの 15 行目。
566 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページの 18 行目。
567 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページの 18 行目。
568 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページの 20 行目。

























570 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページの⚒行目から⚓行目。
571 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページの⚖行目。
572 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページの 17 行目。エラスムスは，内的なもの（魂や精神）に価値
を認めているが，外的なもの（その最たるもが富）に価値を認めようとはしていない。
573 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページの 19 行目。エラスムスは，富を蔑視しているのではなく，
富のもたらす快楽を警戒している。併せて，富の死に導く快楽を恐れ，攻撃している。
574 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの⚑行目。
575 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの⚓行目。
576 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの⚔行目から⚕行目。
577 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの⚓行目。
578 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの 10 行目。
579 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの 10 行目から 11 行目。
580 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの 13 行目から 14 行目。
581 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの 12 行目。
582 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの 17 行目から 18 行目。
583 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの 18 行目。
584 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページの 19 行目。
























586 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 167 ページの⚕行目から⚖行目。
587 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 167 ページの⚖行目から⚗行目。
588 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 168 ページの 12 行目。
589 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 168 ページの 14 行目。
590 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 168 ページの 14 行目から 15 行目。
591 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 169 ページの⚑行目。
592 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 169 ページの⚕行目から⚖行目。エラスムスは，名誉を授ける人はみ
な恐怖から授けるか，あるいは，それを授けられる人が授ける人を助けるためにかなどによって授けられ
る，と言う。
593 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 169 ページの⚖行目から⚗行目。
594 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 169 ページの⚘行目。
595 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 169 ページの⚙行目。
596 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 169 ページの 17 行目。
597 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 169 ページの 15 行目。エラスムスは，名誉を授けるお方として，キリ
スト（あるいは神）を思い描いており，名誉をわがもののように思うのは相応しくないと言う。























599 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 170 ページの⚔行目。
600 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 170 ページの 18 行目から 19 行目。
601 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 170 ページの 12 行目。




章 28 節から 29 節参照）。
603 前掲書『エンキリディオン』第 37 章 170 ページの 20 行目。
604 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 177 ページの⚖行目。
605 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 177 ページの⚗行目。
606 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 177 ページの 10 行目。
607 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 177 ページの 10 行目から 11 行目。
608 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 177 ページの 12 行目参照。
609 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 174 ページの 16 行目。
610 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 174 ページの 16 行目から 17 行目。


























612 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 175 ページの⚒行目から⚓行目。
613 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 175 ページの⚓行目から⚔行目。
614 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 175 ページの 18 行目から 20 行目参照。
615 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 172 ページの 17 行目から 18 行目参照。
616 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 172 ページの 17 から 173 ページの⚒行目参照。
617 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 173 ページの⚓行目から⚔行目。
618 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 173 ページの⚕行目から⚙行目参照。
619 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 173 ページの 10 行目。
620 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 173 ページの 12 行目から 13 行目。
621 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 173 ページの 14 行目。
622 前掲書『エンキリディオン』第 39 章 173 ページの 15 行目。






札幌学院大学経済論集 第 12 号（2017 年 12 月)
Caminad）624 の所に寄食した。しかし若い同宿のひとりが病気になると，エラスムスは引っ


















625 J. ホイジンガー著（宮崎信彦訳）『エラスムス─宗教改革の時代─』（第⚖章（神学への志向 1501 年））55
ページ上段の 17 から 20 行目。
626 上掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向 1501 年）55 ページ下段の 13 行目。
627 上掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向 1501 年）56 ページ上段の⚓から⚔行目。
ここで友人バトス（James Batt）（1460 年生-1502 年没）のことである。エラスムスは彼と頻繁に書簡のや
りとりをしている。
628 上掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向 1501 年）56 ページ上段の⚗から⚙行目。
629 上掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向 1501 年）57 ページ上段の 17 から 20 行目。
630 上掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向 1501 年）58 ページ上段⚓から⚕行目。
631 上掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向 1501 年）58 ページ上段の 11 から 15 行目
には，ジャン・ヴィトリエについて，「修道院生活の弊害につてあまりに率直に発言したためソルボンヌに
よって行われた非難の重荷を一身に担っている」，さらに，彼は「修道院に対する信頼を棄てたわけではな



























633 前掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向 1501 年）の 58 ページ下段の⚔から⚖行
目。







635 前掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』（第⚖章（神学への志向 1501 年））58 ページ下段の⚘から 10 行
目。











































638 前掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第⚖章（神学への志向）の 59 ページにおいて，この『エンキリ
ディオン』によって「はじめて自分の神学綱領を発展させる機会」を得たと指摘し，さらに「聖書に戻るこ
とを」その神学の綱領とした，と述べられている。




























640 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）の 17 ページの⚑行目から⚗行目
参照。





編『聖書』（1968）『コリント人への第一の手紙』12 章 27 節に「あなたがたはキリストのからだであり，ひ
とりびとりはその肢体である」とある。



























645 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 11 から 12 行目。
646 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 12 から 13 行目。
647 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 13 行目。
648 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 14 行目。
649 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 15 行目。
650 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 15 から 16 行目。
651 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 16 行目。
652 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 16 から 17 行目。
653 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』189 ページの 17 から 18 行目。





































658 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』188 ページの 14 から 15 行目。




663 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』190 ページの 15 から 18 行目。
664 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』191 ページの 11 から 12 行目。
665 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』191 ページの⚖から⚙行目。






























667 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』191 ページの 13 から 14 行目参照。
668 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』191 ページの 14 から 15 行目参照。
669 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』198 ページの 15 から 16 行目参照。
670 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』198 ページの 17 から 18 行目参照。
671 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』198 ページの 18 から 20 行目参照。
672 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』199 ページの⚘から 10 行目参照。
673 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』199 ページの 10 から 11 行目参照。
674 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』199 ページの 13 から 15 行目参照。



































682 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』201 ページの 11 から 12 行目。ここでエ
ラスムスが何を思い描いてこのことを言っているのか分からない。衣服のことも含めて言っているのであ
ろうが，定かではない。
683 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』201 ページの 12 から 13 行目。
684 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』201 ページの 13 から 14 行目参照。エラ
スムスは，これを『神の僕への規律』六から引用している。



























686 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』200 ページの 11 行目。
687 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』200 ページの 16 から 17 行目参照。






691 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』202 ページの⚙から 10 行目参照。
692 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』202 ページの 10 行目。


































699 前掲書『新約聖書序文』（パラクレーシス）214 ページ 10 から 12 行目。
700 前掲書『新約聖書序文』（パラクレーシス）215 ページ⚑行目。またその⚓行目において，「この哲学自体，
単純な心以外の何物も喜ばない霊を教師とする事で十分」である，と述べている。
701 前掲書『新約聖書序文』（パラクレーシス）218 ページの 10 から 13 行目。エラスムスは，「この世」で「本
当（真実）」のキリスト者が至る所に生じることを目標としている。



































703 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』188 ページの 13 行目。
704 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』188 ページの 17 から 20 行目。
705 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』192 ページの 11 行目。
706 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』192 ページの 12 行目。
707 前掲書『中世ヨーロッパの社会観』序章（隠喩による社会認識）17 ページの 11 から 13 行目参照。三職分と
は，祈る者（聖職者），戦う者（騎士），耕す者（農民）である。





























709 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』192 ページの 17 行目。
710 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』192 ページの 18 行目。
711 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』192 ページの 18 行目。
712 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』192 ページの 19 行目。





























719 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』193 ページの 11 から 12 行目。
720 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』193 ページの 13 行目。『ルカによる福音
書』20 章 25 節に「それなら，カイザルのものはカイザルに，神のものは神に返しなさい」とある。ここで
キリストは，カイザルに貢納するよいかどうかにはまともに返答していない。
721 日本聖書協会編『聖書』（1968）『ルカによる福音書』第 13 章第⚑節から第⚒節参照。
722 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』193 ページの 17 行目参照。判定をしな
い理由として，エラスムスは，「天上のことを教えている」キリストには「そのような粗雑な事がら」につ
いて判決するのは相応しくないとと言う（前掲序文『ヴォルツ宛の手紙』193 ページの 20 から 194 ページ
の⚑行目参照）。
723 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』193 ページの 18 行目。
724 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』193 ページの 15 行目。
725 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』193 ページの 16 行目。
726 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』193 ページの 19 から 20 行目。
727 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 11 行目参照。
728 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 12 行目。
729 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 13 行目。
730 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 13 行目。
731 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 14 行目。























733 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 15 から 16 行目。
734 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 16 行目。
735 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 17 から 18 行目。
736 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 20 行目。
737 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』194 ページの 20 から 195 ページの⚑行
目参照。







741 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』195 ページの 10 行目。
742 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』195 ページの⚙から 10 行目。

































750 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』196 ページの 10 行目。
751 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』197 ページの⚗から⚘行目。
752 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』197 ページの⚙から 10 行目。エラスム































754 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』197 ページの 15 から 17 行目参照。
755 迷信については，本稿脚注 250 を参考にせよ。
756 前掲書『痴愚神礼讃』の 54（166 ページ）では，「自分が，いかにもえらい者だという風に自惚れて」いる
と言う。ここで，自分とは，修道士あるいは隠者のことである。










































768 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』204 ページの 10 から 11 行目。
769 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』204 ページの 11 から 13 行目。
770 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』204 ページの 13 行目。
771 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』204 ページの 13 から 14 行目。





773 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』205 ページの 11 から 12 行目。
774 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』205 ページの 13 行目。
775 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』205 ページの 14 行目。






















777 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』205 ページの 17 から 18 行目。












































783 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』206 ページの 15 行目。
784 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』206 ページの 16 行目。
785 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』206 ページの 15 から 18 行目。
786 前掲序文『ヴォルツ宛の手紙─エンキリディオン第二版への序文』206 ページの 19 から 20 行目。例えば，
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